
この手で作るオンリーワン
　第14回「あじさい手作り工芸まつり」が、
６月２日に中央公民館で開催されました。館内
には各種手作り工芸品の展示販売ブースの
ほか、町の味覚を楽しめるお店も数多く並び、
町内外からの大勢の来場者でにぎわいました。
オリジナル作品を作れる体験コーナーでは、多
くの方が自分だけの作品づくりに夢中になって
いました。
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ぐるり60年
～町誕生 6 0 周 年＆広 報おおえ 7 0 0 号 ～

　元号が平成から令和に変わった今年、私たちの町は誕生から60周年と
いう大きな節目を迎えます。そして、節目の数字がもう一つ。60年前
から皆さんにご愛読いただいている「広報おおえ」が、今月でちょうど
７００号目となりました。
　不思議な巡り合わせによって、区切りとなる数字が重なった今年。この
機会に、町と広報紙の60年間の歩みを、皆さんと一緒に振り返ってみた
いと思います。

令和元年６月号・2



▲町誕生60周年記念ロゴ
◀�マークの入った西山杉
製のコースター。今年の
大山自然公園ユリまつ
りでは、このコースター
に名前を入れたり、オリ
ジナルデザインを施し
たりできるウッドバーニ
ング体験コーナーも設
けられました

組
み
合
わ
せ
で
あ
る
「
干え

と支
」
を
用
い
る

表
し
方
が
あ
り
、
こ
の
干
支
が
ち
ょ
う
ど

一
周
す
る
こ
と
を
還
暦
と
い
い
ま
す
。
今

年
の
干
支
は
昭
和
34
年
と
同
じ
「
己つ

ち
の
と
い亥」

で
あ
り
、
私
た
ち
の
町
も
め
で
た
く
還
暦

を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
江
町
が
誕
生
す
る
ま
で

　
私
た
ち
の
町
が
生
ま
れ
た
の
は
、
時
代

の
流
れ
と
と
も
に
数
々
の
合
併
を
経
た
末

の
こ
と
で
し
た
。
明
治
22
年
以
降
、
左
沢

町
（
明
治
29
年
ま
で
左
沢
村
）
、
本
郷
村
、

七
軒
村
の
１
町
２
村
が
続
い
て
き
ま
し
た

が
、
昭
和
29
年
に
本
郷
村
と
七
軒
村
が
合

併
し
て
「
漆
川
村
」
が
成
立
。
そ
の
後
、

左
沢
町
と
漆
川
村
の
合
併
に
よ
り
現
在
の

大
江
町
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
町
は
、
当
時
の
山
形
県
知
事
・

安
孫
子
藤
吉
氏
に
よ
り
「
百

ひ
ゃ
く
せ
ん川
衆し
ゅ
う
た
く沢

尽こ
と
ご
とく
一
大た
い
こ
う江
に
帰
す
る
」
と
い
う
意
味

で
「
大
江
町
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
を
流
れ
る
最
上
川
の
雄
大

な
流
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
世
に
現
在
の
町

内
一
帯
を
治
め
て
い
た
大
江
氏
を
連
想
さ

せ
る
名
前
で
も
あ
り
、
下
流
に
い
く
に
つ

れ
て
広
が
り
を
増
す
川
の
よ
う
に
、
限
り

な
く
成
長
発
展
し
て
い
く
将
来
へ
の
希
望

を
も
込
め
た
町
名
と
な
り
ま
し
た
。

60
周
年
記
念
企
画
の
数
々

　
町
誕
生
60
周
年
の
節
目
に
当
た
っ
て
、

町
で
は
今
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
５
月
に
は
さ
っ
そ
く
、
町

誕
生
60
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り
の
西

山
杉
製
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
タ
ー
が
作
成
さ

れ
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
配
布
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
番
組
「
真
打

ち
競
演
」
の
公
開
収
録
が
６
月
21
日
に
ふ

れ
あ
い
会
館
で
お
こ
な
わ
れ
る
ほ
か
、
絵

本
作
家
の
土
田
善
晴
氏
に
よ
る
プ
ク
ち
ゃ

ん
を
題
材
に
し
た
絵
本
制
作
、
町
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
、
町
の
特
産

品
を
利
用
し
た
特
別
給
食
の
提
供
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

明治22年 明治29年 昭和29年 昭和34年「市町村制」施行以前
大江町誕生までの流れ

干
支
が
ぐ
る
り
と
一
回
り

　
私
た
ち
の
町
・
大
江
町
が
誕
生
し
た
の

は
、
昭
和
34
年
８
月
20
日
の
こ
と
。
元
号

が
変
わ
っ
て
令
和
元
年
と
な
っ
た
今
年
８

月
、
町
誕
生
か
ら
ち
ょ
う
ど
60
年
が
経
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
人
は
60
歳
を
迎
え
る
と
「
還
暦
」
の
お

祝
い
を
お
こ
な
い
ま
す
。
日
本
や
中
国
な

ど
で
は
、
暦
の
上
で
年
を
表
す
と
き
に

甲
・
乙
・
丙
…
…
と
続
く
「
十じ

っ
か
ん干
」
と
、

子
・
丑
・
寅
…
…
と
続
く
「
十じ

ゅ
う
に
し

二
支
」
の

■特集　ぐるり60年　～町誕生60周年＆広報おおえ700号～

左沢村

本郷村

七軒村

漆川村
大江町

左沢村 三郷村 富沢村
小見村 藤田村

本郷村 橋上村 所部村
塩ノ平村 堂屋敷村 荻野村
小釿村 顔好村 十八才村
楢山村 月布村 大鉢村

貫見村 沢口村 柳川村
黒森村 小柳村 小清村
勝生村

左沢町

3・広報おおえ



写真

昭
和
の
大
江
㉚
年

　
昭
和
34
年
に
大
江
町
が
誕
生
し
て
か
ら

昭
和
63
年
ま
で
、
本
町
の
歴
史
の
ち
ょ
う

ど
半
分
に
あ
た
る
30
年
間
が
昭
和
の
時
代

で
し
た
。

　
新
し
い
町
の
成
立
か
ら
１
カ
月
後
の
９

月
20
日
、
初
の
町
長
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
、

松
田
兄
次
郎
氏
が
初
代
町
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
９
月
24
日
に
は
初
の
町

議
会
議
員
選
挙
を
実
施
。
28
日
に
開
か
れ

た
初
め
て
の
町
議
会
で
高
橋
四
郎
氏
が
初

代
議
長
に
選
出
さ
れ
、
町
の
行
政
と
議
会

が
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
役
場
庁
舎
が
完
成
し
た
の
は
、

昭
和
44
年
９
月
の
こ
と
。
町
を
表
す
町
章

も
、
こ
の
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
水
道

や
道
路
、
橋
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
ほ
か
、

公
共
施
設
、
住
宅
団
地
な
ど
、
現
在
ま
で

続
く
町
の
基
盤
の
多
く
が
整
備
さ
れ
、
新

し
い
町
の
礎
が
し
っ
か
り
と
築
か
れ
た
の

が
昭
和
の
時
代
と
い
え
ま
す
。

　
教
育
環
境
に
目
を
向
け
る
と
、
昭
和
51

年
４
月
に
左
沢
中
学
校
と
本
郷
中
学
校
、

七
軒
中
学
校
が
統
合
さ
れ
、
大
江
中
学
校

が
開
校
。
そ
の
後
、
三
郷
小
学
校
、
本
郷

西
小
学
校
、
左
沢
小
学
校
の
校
舎
が
新
し

く
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
60
年

に
は
左
沢
高
校
の
現
校
舎
が
完
成
。
新
し

い
時
代
の
教
育
に
対
応
す
る
た
め
の
環
境

が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
わ
が
町
が
誇
る
文
化
の
一
つ
「
最
上
川

昭
和

37
年　
楯
山
公
園
に
最
上
川
舟
唄
碑
建
立

34
年　
左
沢
町
と
漆
川
村
が
合
併
し
て
大
江
町
が
誕
生

　
　
　
「
大
江
町
報
」（
現
在
の「
広
報
お
お
え
」）
第
１
号
発
行

40
年　
上
水
道
供
給
開
始

41
年　
町
内
全
小
学
校
で
給
食
開
始

42
年　
羽
越
水
害
発
生

44
年　
町
章
制
定

　
　
　
役
場
新
庁
舎
落
成

46
年　
第
１
回
大
江
町
文
化
祭
開
催

47
年　
用
簡
易
水
道
供
給
開
始

　
　
　
中
央
公
民
館
落
成

50
年　
集
落
移
転
団
地
「
下
モ
原
区
」
開
村

令和元年６月号・4

羽越水害

役場新庁舎落成 上水道供給開始



舟
唄
」
の
普
及
の
た
め
、
初
め
て
舟
唄
大

会
が
催
さ
れ
た
の
が
昭
和
57
年
10
月
。
以

来
、
全
国
か
ら
集
っ
た
数
多
く
の
出
場
者

が
舟
唄
を
唄
い
継
ぎ
、
今
月
23
日
に
開
催

さ
れ
る
大
会
で
37
回
目
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
53
年
８
月
に
は
用
地
区
で

「
ヤ
マ
ガ
タ
ダ
イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
」
の
化
石

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
発
見
当
時
は
ク
ジ

ラ
の
化
石
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
海

牛
類
の
進
化
を
解
き
明
か
す
う
え
で
、
非

常
に
価
値
あ
る
貴
重
な
化
石
で
あ
る
こ
と

が
後
に
判
明
。
発
見
か
ら
40
年
目
を
迎
え

た
昨
年
に
は
、
山
形
県
立
博
物
館
で
プ
ラ

イ
ム
企
画
展
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
デ
ィ
ア
露
出
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き

出
来
事
が
あ
っ
た
の
は
、
昭
和
58
年
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
「
お
し
ん
」
の
ロ

ケ
が
本
町
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
感
動

的
な
ド
ラ
マ
は
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
、

本
町
の
全
国
的
な
知
名
度
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
昭
和
の
出

来
事
と
し
て
、
数
々
の
大
規
模
災
害
が
あ

り
ま
す
。
昭
和
42
年
８
月
の
羽
越
水
害
、

昭
和
51
年
８
月
の
８
・
６
水
害
は
、
町
内

の
広
範
囲
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
災
害
の
教
訓
は
後
々
ま

で
語
り
継
が
れ
、
現
在
の
町
の
災
害
対
策

に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

NHK連続ドラマ「おしん」ロケ ヤマガタダイカイギュウ発見

51
年　
大
江
中
学
校
開
校

　
　
　
月
布
川
流
域
で
水
害
発
生（
８
・
６
水
害
）

52
年　
ス
ー
パ
ー
農
道
に
大
江
大
橋
完
成

　
　
　
集
落
移
転
団
地「
山
崎
区
」開
村

53
年　
用
地
区
で
海
牛
化
石
発
見

　
　
　
（
後
に
「
ヤ
マ
ガ
タ
ダ
イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
」
と
命
名
）

　
　
　
沢
口
地
内
に
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
完
成

55
年　
総
合
体
育
施
設
町
民
野
球
場
完
成

56
年　
月
が
丘
住
宅
団
地
分
譲

　
　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
柏
陵
荘
オ
ー
プ
ン

57
年　
三
郷
小
学
校
新
校
舎
完
成

　
　
　
第
１
回
最
上
川
舟
唄
大
会
開
催

58
年　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
「
お
し
ん
」
ロ
ケ
実
施

59
年　
本
郷
西
小
学
校
新
校
舎
完
成

60
年　
左
沢
高
校
新
校
舎
完
成

61
年　
左
沢
小
学
校
新
校
舎
完
成

62
年　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
柏
陵
住
宅
団
地
分
譲

63
年　
古
寺
緑
地
休
養
施
設
整
備

5・広報おおえ
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平
成
の
大
江
㉚
年

　
平
成
と
い
う
元
号
が
始
ま
っ
た
平
成
元

年
は
、
町
誕
生
30
周
年
の
節
目
の
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
各
種
行
事
な
ど
で

歌
わ
れ
て
い
る
町
民
歌
は
こ
の
年
に
制

定
。
ま
た
、
町
産
の
酒
米
を
使
用
し
た
地

酒
「
大
江
錦
」
が
発
売
さ
れ
た
の
も
こ
の

年
で
す
。
町
の
鳥
・
ヤ
マ
セ
ミ
と
、
町
の

魚
・
サ
ク
ラ
マ
ス
と
い
う
２
つ
の
シ
ン
ボ

ル
が
選
ば
れ
た
の
は
、
平
成
６
年
の
こ
と
。

平
成
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
町
の
新
た

な
「
カ
ラ
ー
」
が
固
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時

期
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
平
成
11
年
ま
で
の
間
に
、
ふ
れ
あ
い
会

館
、
体
育
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
大
き
な
公

共
施
設
、
そ
し
て
奥
お
お
え
柳
川
温
泉
と

テ
ル
メ
柏
陵
健
康
温
泉
館
の
２
つ
の
温
泉

施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
主
要

地
方
道
大
江
西
川
線
本
郷
バ
イ
パ
ス
や
、

新
し
い
最
上
橋
な
ど
も
開
通
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
は
、
現
在
の

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
の
前
半
期
は
町

の
「
今
」
に
直
接
つ
な
が
る
要
素
が
出
来

上
が
っ
た
時
期
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
そ

う
で
す
。

　
平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
情
報
通
信
技
術

が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
と
と
も
に
、
携
帯

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
劇
的
に
普
及

し
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
情
報
化
の
波
が

押
し
寄
せ
ま
し
た
。
町
で
は
平
成
８
年
９

町民ふれあい会館オープンべにばな国体デモスポ行事開催

平
成

３
年　
町
民
ふ
れ
あ
い
会
館
オ
ー
プ
ン

２
年　
七
軒
東
小
学
校
新
校
舎
完
成

元
年　
大
江
町
民
歌
制
定

　
　
　
大
井
沢
ト
ン
ネ
ル
開
通

４
年　
藤
田
工
業
団
地
造
成
事
業
完
成

　
　
　
本
郷
東
小
学
校
新
校
舎
完
成

　
　
　
べ
に
ば
な
国
体
デ
モ
ス
ポ
行
事
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

５
年　
大
江
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
「
若
原
区
」
開
村

６
年　
町
の
鳥
（
ヤ
マ
セ
ミ
）
と
町
の
魚
（
サ
ク
ラ
マ
ス
）
制
定

７
年　
七
軒
西
小
学
校
新
校
舎
完
成

　
　
　
奥
お
お
え
柳
川
温
泉
オ
ー
プ
ン

　
　
　
テ
ル
メ
柏
陵
健
康
温
泉
館
オ
ー
プ
ン

８
年　
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
旬
の
ま
ち
大
江
」
開
設

９
年　
主
要
地
方
道
大
江
西
川
線
本
郷
バ
イ
パ
ス
開
通

　
　
　
総
合
福
祉
施
設
ら
ふ
ら
ん
す
大
江
開
所

10
年　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
蛍
水
団
地
「
蛍
水
区
」
開
村

　
　
　
道
の
駅
お
お
え
オ
ー
プ
ン

令和元年６月号・６



月
に
初
め
て
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
、
さ
ら
に
、
平
成
23
年
か
ら
町
内
全
域

で
高
速
通
信
を
利
用
可
能
に
す
る
光
フ
ァ

イ
バ
ー
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
。

情
報
化
社
会
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
生
活

の
利
便
性
向
上
と
各
種
産
業
の
さ
ら
な
る

発
展
へ
の
可
能
性
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
、
少
子
化
の
影
響
に
よ
り
小

学
校
の
休
校
・
閉
校
が
相
次
い
だ
の
も
平

成
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
平
成
24
年
３
月

の
三
郷
小
学
校
休
校
を
も
っ
て
、
町
内
の

小
学
校
は
２
校
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

旧
七
軒
西
小
学
校
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
山
里
交
流
館
「
や
ま
さ
ぁ
ー
べ
」
が
平

成
27
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、
学

校
施
設
を
生
か
し
た
新
し
い
試
み
も
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
未
だ
記
憶
に
新
し
い
、
平
成
23

年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
。
町
内
で

も
停
電
や
断
水
、
燃
料
不
足
が
発
生
し
た

ほ
か
、
柳
川
温
泉
の
源
泉
の
自
噴
が
ス
ト

ッ
プ
す
る
な
ど
、
町
民
生
活
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
平
成

25
年
・
26
年
と
２
年
連
続
で
発
生
し
、
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
豪
雨
災
害
。
平
成
も
ま
た
、
災
害
と

無
縁
の
時
代
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
29
年
に
防
災
行
政
無
線
が
運
用
開
始

さ
れ
る
な
ど
、
災
害
情
報
を
い
ち
早
く
提

供
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「ぷくらす」オープン ７・１８豪雨災害

新「最上橋」の建設

30
年　
ま
ち
な
か
交
流
館
「
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ａ
」
オ
ー
プ
ン

11
年　
体
育
セ
ン
タ
ー
完
成

14
年　
Ｊ
Ｒ
左
沢
駅
新
駅
舎
落
成

13
年　
公
共
下
水
道
供
用
開
始

15
年　
み
な
み
団
地「
み
な
み
区
」開
村

　
　
　
新
「
最
上
橋
」
開
通

21
年　
左
沢
楯
山
城
跡
国
指
定
文
化
財
に
指
定

23
年　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始

　
　
　
東
日
本
大
震
災
発
生

　
　
　
主
要
地
方
道
大
江
西
川
線
柳
川
バ
イ
パ
ス
開
通

28
年　
新
中
央
公
民
館
・
町
立
図
書
館
「
ぷ
く
ら
す
」
オ
ー
プ
ン

18
年　
き
ら
り
タ
ウ
ン
美
郷
分
譲
開
始

25
年　
「
最
上
川
の
流
通
・
往
来
及
び
左
沢
町
場
の
景
観
」国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定

　
　
　
７
・
18
豪
雨
災
害
発
生

26
年　
７
・
９
豪
雨
災
害
発
生

27
年　
山
里
交
流
館
「
や
ま
さ
ぁ
ー
べ
」
オ
ー
プ
ン

　
　
　
藤
田
地
区
住
宅
団
地
分
譲
開
始

柳川バイパス開通

7・広報おおえ

■特集　ぐるり60年　～町誕生60周年＆広報おおえ700号～



令和元年６月号・8

▲�昭和34年10月５日発行「大江町報」。町の広報の記念すべ
き第１号です。松田兄次郎初代町長のあいさつに始まり、町
議会議員や役場内機構の紹介、豊作を喜ぶ農家の皆さんの表
情など、新しい町の発展への希望に満ちあふれた内容となっ
ています

　
大
江
町
誕
生
か
ら
約
２
カ
月

後
の
昭
和
34
年
10
月
、
新
し
い

町
の
広
報
紙
が
初
め
て
町
民
の

皆
さ
ん
の
手
元
に
届
け
ら
れ

ま
し
た
。
当
時
の
タ
イ
ト
ル
は

「
大
江
町
報
」。
タ
ブ
ロ
イ
ド

判
４
ペ
ー
ジ
で
発
行
さ
れ
た
広

報
第
１
号
の
紙
面
に
は
、
新
し

い
町
の
体
制
と
町
民
の
生
き
生

き
と
し
た
姿
、
そ
し
て
将
来
に

わ
た
っ
て
発
展
し
て
い
く
町
へ

の
大
い
な
る
期
待
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

広
報
お
お
え
は
発
行
さ
れ
続
け
、

ち
ょ
う
ど
60
年
が
経
っ
た
今
年
、

奇
し
く
も
今
月
号
で
７
０
０
号

と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
60
年
間
に
起
こ

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
町
の
動
き
は
、

広
報
紙
上
で
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
役
場
庁

舎
や
学
校
校
舎
な
ど
の
建
設
、

産
業
振
興
の
た
め
の
各
種
事
業
、

町
や
地
域
の
行
事
な
ど
、
そ
の

時
々
の
町
の
姿
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
伝
え
続
け
た
写
真
や
記
事

の
数
々
は
、
今
で
は
町
が
歩
ん

で
き
た
歴
史
そ
の
も
の
と
い
え

る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
町

へ
の
ご
意
見
や
、
町
づ
く
り
に

対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
克

明
に
記
さ
れ
て
お
り
、
時
代
ご

と
の
町
の
雰
囲
気
を
知
る
た
め

の
貴
重
な
記
録
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　
町
の
広
報
紙
は
、
時
代
と
共

に
そ
の
姿
を
何
度
も
変
え
な
が

ら
今
日
ま
で
続
い
て
き
ま
し
た
。

昭
和
36
年
１
月
に
発
行
さ
れ
た

第
８
号
で
、
さ
っ
そ
く
最
初
の

大
き
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
遂
げ

て
い
ま
す
。
規
格
は
Ｂ
５
判
の

横
型
、
８
ペ
ー
ジ
構
成
と
な
り
、

町
の
発
展
と
共
に
歩
ん
だ
広
報

広報おお
え

７
０
０
号
の

足
跡
を
追
う

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
映
し
出
す



9・広報おおえ

▲第８号（昭和36年１月）

▲第40号（昭和39年４月）

▲第242号（昭和56年４月）

タ
イ
ト
ル
も
「
町
報
お
お
え
」

に
。
さ
ら
に
３
年
後
の
第
40
号

に
お
い
て
、
現
在
ま
で
続
く
タ

イ
ト
ル
「
広
報
お
お
え
」
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
42
年
４
月
発

行
の
第
76
号
か
ら
は
Ｂ
５
判
縦

型
に
。
昭
和
56
年
４
月
に
発
行

さ
れ
た
第
２
４
２
号
で
は
、
昭

和
44
年
に
制
定
さ
れ
た
町
章
が

初
め
て
表
紙
の
中
に
登
場
し
ま

し
た
。

　
紙
面
サ
イ
ズ
が
再
び
変
更
さ

れ
た
の
は
、
平
成
６
年
の
新
年

号
と
な
っ
た
第
３
９
５
号
。
Ａ

４
サ
イ
ズ
、
表
紙
・
裏
表
紙
カ

ラ
ー
刷
り
と
い
う
、
現
在
の
広

報
お
お
え
と
同
じ
規
格
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
14
年
に
は
、
第

５
０
０
号
到
達
を
記
念
し
て
表

紙
デ
ザ
イ
ン
を
刷
新
。
一
般
の

方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
多
数
の
デ

ザ
イ
ン
の
中
か
ら
「
広
報
お
お

え
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
が
選
定
さ
れ
、

現
在
に
至
る
ま
で
表
紙
を
飾
り

続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
見
て
い
く

と
、
一
般
に
普
及
し
た
規
格
や

レ
イ
ア
ウ
ト
に
合
わ
せ
て
広
報

紙
の
サ
イ
ズ
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど

が
様
変
わ
り
し
て
い
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
そ
し
て
表

紙
や
記
事
の
タ
イ
ト
ル
の
字

体
、
「
で
す
ま
す
調
」「
で
あ

る
調
」
と
い
っ
た
言
葉
づ
か
い
、

記
事
の
中
で
使
わ
れ
る
イ
ラ
ス

ト
の
画
風
な
ど
に
注
目
す
る
と
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の

方
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た

め
の
試
行
錯
誤
の
跡
を
見
て
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
て
き
た

広
報
紙
面
に
は
、
そ
の
時
代
の

町
の
情
景
、
社
会
を
覆
っ
て
い

た
空
気
な
ど
が
生
々
し
く
映
し

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
と
は
異

な
る
街
並
み
や
、
人
々
の
髪
型

や
服
装
な
ど
、
写
真
に
残
さ
れ

た
記
録
の
数
々
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
目
を
引
く
タ
イ
ト
ル
や

文
章
表
現
な
ど
に
よ
っ
て
当
時

の
雰
囲
気
が
あ
り
あ
り
と
よ
み

が
え
っ
て
く
る
よ
う
に
も
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
昔
か
ら
続
く
行
事

の
様
子
や
、
交
通
安
全
、
健
康

維
持
と
い
っ
た
課
題
な
ど
、
今

の
時
代
で
も
大
き
く
変
わ
っ
て

い
な
い
面
が
あ
る
こ
と
に
も
気

づ
か
さ
れ
ま
す
。

▲第300号（昭和61年２月）

■特集　ぐるり60年　～町誕生60周年＆広報おおえ700号～

表
紙
で
た
ど
る
広
報
お
お
え
60
年
の
歩
み



令和元年６月号・10

▲第395号（平成６年１月）

▲第500号（平成14年10月）

▲第530号（平成17年４月）▲第600号（平成23年２月）

　
広
報
お
お
え
第
３
０
０
号
と

な
っ
た
昭
和
61
年
２
月
号
の
記

事
に
は
、
町
の
広
報
紙
の
役
割

と
し
て
「
行
政
の
内
容
を
広
く

町
民
に
伝
え
る
広
報
」
、「
町

民
の
行
政
に
対
す
る
意
思
を
く

み
と
る
公
聴
」
、「
町
民
と
行

政
の
潤
滑
油
」
の
３
つ
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
に
お
い

て
も
、
市
町
村
の
広
報
紙
の
役

目
は
基
本
的
に
は
変
わ
っ
て
い

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
時
代
が
進
み
、
広
報

紙
に
求
め
ら
れ
る
機
能
が
少
し

ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と

も
確
か
で
す
。
特
に
若
い
世
代

を
中
心
に
、
日
常
生
活
に
お
け

る
主
な
情
報
源
が
、
新
聞
や
雑

誌
な
ど
の
紙
媒
体
か
ら
、
い
つ

で
も
気
軽
に
見
る
こ
と
の
で
き

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
と
移
行
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の

中
で
多
く
の
方
に
読
み
続
け
て

い
た
だ
く
た
め
に
は
、
ひ
と
目

で
「
読
ん
で
み
た
い
」
と
思
え

る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
親
し
み

や
す
い
紙
面
を
作
る
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
の

自
治
体
の
広
報
紙
が
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
上
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
町
外
の
方
が
町
の
広
報
紙

を
目
に
す
る
機
会
も
増
え
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
広
報
紙
は
、

全
国
の
方
々
に
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る

媒
体
の
一
つ
と
し
て
活
用
さ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
時
代
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

７
０
０
回
に
わ
た
っ
て
発
行
さ

れ
て
き
た
広
報
お
お
え
の
良
質

な
部
分
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
時

に
は
劇
的
な
変
化
も
必
要
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
変
わ
ら
な
い

の
は
、
町
の
姿
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
活
発
な
生
き
様
を
映
し
出

し
、
い
つ
ま
で
も
伝
え
残
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
。
よ
り
広
く

親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
作
っ
て

い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
か
ら
ご

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
こ
れ
か

ら
も
進
化
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

▲第699号（令和元年５月） ▲第555号（平成19年５月）

こ
れ
か
ら
の
広
報
紙
の
姿
と
は



11・広報おおえ

■特集　ぐるり60年　～町誕生60周年＆広報おおえ700号～

広
報
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声

～
町
誕
生
60
周
年
・
広
報
お
お
え
７
０
０
号
到
達
に
寄
せ
て
～

広報委員長
菊地邦弘さん

（９区）

　町誕生から60年という節目を迎え
ました。人口が大きく減少している近
年の状況は、かつてのにぎわいを考え
るとさみしくもあります。人が少な
い、というのはあらゆる面に影響を及
ぼす問題なので、斬新な婚活イベント
や結婚・子育ての支援事業など、少し
でも人を呼ぶ、人を増やす方法を町民
全員で考えていく必要があります。
　町と共に歩んだこれまでの「広報お
おえ」を振り返ると、各時代に応じた

紙面づくりをしてきているのが分かり
ます。特に写真は視覚に直接訴えかけ
るものであり、人によって感じ方も違
うので、広報紙の中でも大変重要な役
割を持っています。これからも、写真
の撮り方に工夫を凝らしていってほし
いと思います。
　将来の広報紙の姿としては、子ども
や高齢者など、さまざまな世代が町へ
の思いを語る「住民参加型」の広報紙
も良いのではないでしょうか。

副委員長
菊地政輝さん

（１区）

　今年はさまざまな60周年記念企画
があり、これをきっかけに町ができた
経緯などに改めて興味を持ってくれる
方が多いのではないかと思います。
　町民の皆さんにとって、町内の行事
の様子や各種手続きなど、町の広報紙
でないと分からない情報が多くありま
す。いわば刺身のツマのようなもの
で、目立たなくても必要なモノ。これ
からも、大切な情報を分かりやすく届
けてくれる広報であってほしいです。

磐田彰子さん
（小漆川）

　この町に移住したばかりのころ、町
について知るための主な情報源が「広
報おおえ」でした。町のいろいろな方
の話題が載っていますし、特集でもさ
まざまなテーマについて詳しく書いて
あるので、今も面白く読んでいます。
　今後、より多くの町民の方にスポッ
トを当てて、それぞれの物の見方や思
いを幅広く取り上げてもらえたら、皆
さんが町全体にさらに注目してくれる
のではないかと思います。

鈴木義紀さん
（下北山）

　小さいころからスポーツをやってき
たので、「広報おおえ」で町内のスポ
ーツを取り上げてもらえるとうれしく
思います。町民の皆さんも、身近な話
題が載っていると面白く読めるのでは
ないでしょうか。また、子どもたちの
がんばりや活躍を取り上げてもらえる
と励みになると思います。子どもたち
が町を好きになり、ずっとこの町に住
んでいたいと思えるような広報紙を作
っていってほしいですね。

橋本彩子さん
（伏熊）

　町立図書館には、以前の「広報おお
え」を読みたいという方がよくいらっ
しゃいます。それは広報紙にしか載っ
ていない記録があるためで、町の流れ
が見える貴重な資料だということを実
感します。また、私たちにとって身近
な人が表紙に登場するなど、町民との
距離の近さも魅力ですね。ひなまつり
などでは色彩が伝わるカラー写真を活
用して、今後も町の素晴らしいところ
を伝えて続けてほしいです。

　
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
を
代
表
し
て
５
名
の
広
報
委
員
の
方
々
に
町
の
広
報
に
対
す
る
ご
意
見
・

ご
助
言
を
頂
き
な
が
ら
、
紙
面
作
り
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
町
誕
生
60
周
年
・
広
報
お
お

え
７
０
０
号
到
達
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
広
報
委
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
本
紙
を
ご
愛
読
く
だ
さ
っ
て
い
る
多
く
の
方
々
か
ら
の
声

を
参
考
に
、
よ
り
良
い
広
報
紙
作
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。



■泥まみれでも楽しい！
～大江中学校１年生田植え体験～

　大江中学校１年生の生徒58人が、５月23日に森
ノ宮公園付近の水田で田植え体験をおこないまし
た。この体験学習は、米飯給食提供が昨年始まっ
たのを機に、生徒たちに自分たちの食べる米作り
を体験してもらおうと実施しているものです。
　この日はＪＡさがえ西村山青年部の皆さんなど
の協力により、約3,700平方メートルの水田で、
手植えと田植え機の試乗を実施。裸足で田んぼの
中に入った生徒たちは、柔らかい泥の感触に戸惑
ったりはしゃいだりしつつ、一つひとつ丁寧に苗
を植えていました。

■いくつになっても夢を持って
　～ぷくらすカレッジ開講式～

　おおえ町民大学「ぷくらすカレッジ」の開講式
が、５月19日に中央公民館で開かれました。今
年度のぷくらすカレッジは、「どきどき学部」
「わくわく学部」「いきいき学部」の３つの学部
で、全13講座が開講されます。
　今回の開講記念講演の講師は、青森市出身の鷹
匠・松原英俊さん。小型のタカであるハリスホー
クと大型のイヌワシを披露し、自然や動物と暮ら
す中での貴重な体験を語りました。講演後はハリ
スホークによる鷹狩りの実演をおこない、来場者
はその迫力に驚きの声をあげていました。

令和元年６月号・12

町政 町の取り組みをお伝えしますTopics

１

２

　県が公表した県内35市町村の平成29年度決算
に基づく財政状況のまとめによると、本町の経常
収支比率は81.3％で県内で最も少なく、実質公
債費比率は3.9％で２番目に少ない数値でした。
　経常収支比率とは、町税や普通交付税などの毎
年の収入に対して、人件費や公債費といった毎年
必要になる支出がどれくらいであるかという割合
を示すものです。この値が小さいほど、自由に使
えるお金が多いということになります。
　実質公債費比率は、収入に対する実質的な借金
返済額の割合を示す値で、大きくなるほど一般財
源の使い道が制約されていることになります。
　本町におけるこれらの財政指標が県内他市町村
に比べて非常に良好であることは、本町の財政の
柔軟性が保たれ、新たな事業などが必要となった
際にもスムーズに実行することが可能であること
を示しています。
　今後とも健全な財政運営に努め、充実した町づ
くりをいっそう推し進めていきます。

▲�平成30年10月号掲載の平成29年度決算報告。経常収支
比率などの財政指標は、左のページ中段に記されています

本町の財政指標（平成29年度一般会計収支決算）
　経常収支比率　 ： 81.3％（県内第１位）
　実質公債費比率 ：  3.9％（県内第２位）
※�いずれも少ない方が健全とされています。かっこ内
の順位は少ない方から数えたものです。

本町の財政の柔軟性は県内トップクラスです！

こ
こ
に
注
目

ご存知
でしたか？



13・広報おおえ



　今年で18回目となる「大山自然公園ユリまつ
り」が、５月21日から30日にかけて開催されま
した。今年は例年に比べ開花がやや遅れたもの
の、期間後半には見頃を迎え、新緑の大山自然公
園にヒメサユリの可憐な彩りがあふれました。
　また、週末にはパークゴルフや押し花はがき作
りなどの体験コーナーも開設。週末は５月として
は異例の暑さとなりましたが、町内外から多くの
方が来場し、初夏の自然の心地良さを満喫してい
ました。

（写真）

（写真）

　「ぷくらすカレッジ」の講座の一つ、「ドキド
キ!!自然体験塾」が、６月１日に大山自然公園で
おこなわれました。今回は町内の小学生24人が
参加し、竹の棒にパン生地を巻き付けて焼き上げ
る「竹パン」作りに挑戦しました。
　子どもたちはスタッフのアドバイスを受けなが
ら、薄力粉や砂糖、卵黄などを材料に生地を練
り、竹に巻いた生地を炭火でじっくりと焼いてい
きました。炭火の熱さにてこずりながらも、焼き
目が付いておいしそうな香りが漂ってくると「焼
けた焼けた！」と大喜びしていました。

　第41回町民ソフトボール大会が、５月26日に
開かれました。今大会には22チームが参加し、
総合体育施設と左沢高校グラウンドの２会場で、
４ブロックに分かれてトーナメント戦をおこない
ました。試合では、大量点差を逆転しての勝利な
ど劇的な展開が何度も見られ、白熱した応援も相
まって大いに盛り上がりました。

（写真）

（写真）

▲今年も可憐な花を咲かせた大山自然公園のヒメサユリ ▲猛暑に見舞われる中、町内外から大勢の方が訪れました

▲管理棟内で開かれた押し花はがき作り体験コーナー

◇Ａブロック／すわのはら　◇Ｃブロック／小漆川
◇Ｂブロック／深沢Ａ　　◇Ｄブロック／藤田Ａ

各ブロック優勝チーム

令和元年６月号・14

初夏を彩るヒメサユリ

5/26 6/1

5/21
〜30

アツアツ焼きたてパンは格別！チームの絆が奇跡を起こす



　町内の小学生が記録を競う小学校陸上競技
大会が、５月15日に左沢小学校グラウンド
で開かれました。今大会には左沢小学校と本
郷東小学校の５・６年生合わせて114人が参
加し、トラック競技とフィールド競技に出
場。好天に恵まれた絶好のコンディションの
中で、それぞれ自己記録更新を目指して各種
目に精一杯取り組みました。
　この日最後の競技となったリレーでは、選
手たちが渾身の走りと見事なバトンワークで
競り合い、チームメイトや保護者の皆さんの
声援に応えていました。

子育ての楽しさが満載！

（写真）

　子育てサークルＭｉｐｐｅ（代表・佐竹志穂さ
ん・下北山）主催の「春物・夏物おさがり交換会」
が、５月12日に中央公民館町民ホールで開催され
ました。この交換会は、各家庭の子ども服やおも
ちゃなどを活用して子育ての楽しみを広げようと
企画されたもので、今回が３回目となります。
　このほか、会場ではハイハイレースなどのイベ
ントやマルシェも開かれました。この日は開場直
後から大勢の来場者が詰めかけ、ホールがいっぱ
いになるほどのにぎわいとなりました。

皆さんの地域の情報をどしどしお寄せください。総務課情報システム係 ☎（ 6 2 ）２１８７

5/12

◇100メートル走
　５年男子／横山　偉士（本郷東）　15秒６
　５年女子／渋谷　妃奈（左　沢）　17秒０
　　　　　　鈴木　　杏（本郷東）　17秒０
　６年男子／菊地　逢乃（左　沢）　14秒７
　６年女子／菊地　海咲（左　沢）　16秒０
◇70メートルハードル
　５年男子／横山　偉士（本郷東）　12秒７
　５年女子／菅野　幸夏（左　沢）　14秒２
　６年男子／菊地　逢乃（左　沢）　12秒２
　６年女子／鴨田　七海（左　沢）　13秒４
◇走り幅跳び
　５年男子／菊地　海吏（左　沢）　３ｍ10cm
　５年女子／渋谷　妃奈（左　沢）　３ｍ15cm
　６年男子／櫻井　佑樹（左　沢）　３ｍ32cm
　６年女子／鴨田　七海（左　沢）　３ｍ39cm
◇ソフトボール投げ
　５年男子／奥山　空悟（本郷東）　37ｍ20cm
　５年女子／須貝　紗衣（本郷東）　24ｍ29cm
　６年男子／高橋　　楓（本郷東）　39ｍ38cm
　６年女子／堀　　瞳月（左　沢）　25ｍ60cm
◇1000メートル走
　５年男子／公平　翔士（左　沢）　３分34秒50
　６年男子／伊藤　晃大（左　沢）　３分37秒26
◇800メートル走
　５年女子／黒川　一葉（本郷東）　２分56秒46
　６年女子／保科　　愛（本郷東）　２分54秒99
◇400メートルリレー
　男子／左沢小学校　　６年２組　　１分02秒78
　女子／左沢小学校　　６年１組　　１分04秒33

競技結果　※各種目優勝者のみ

15・広報おおえ

5/15 全力疾走で壁を超える！



　

左
沢
小
学
校
校
庭
で
お
こ
な
わ
れ
た
大
江
町
小

学
校
恒
例
の
陸
上
記
録
会
の
町
長
あ
い
さ
つ
、
立
っ

て
い
る
場
所
が
そ
う
さ
せ
た
か
、
思
慮
分
別
配
慮

に
欠
け
た
か
、「
左
沢
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
ど

ん
な
あ
い
さ
つ
を
す
る
か
考
え
て
き
ま
し
た
…
…
」

と
、
本
郷
東
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を
忘
れ
て
し
ま

っ
た
よ
う
な
言
葉
に
な
っ
て
い
た
。
話
が
終
わ
っ
て

か
ら
あ
る
方
に
優
し
く
ご
指
摘
を
し
て
い
た
だ
い

て
、
気
が
付
い
た
。
反
省
は
い
つ
も
後
か
ら
や
っ
て
く
る
が
、
言
っ

て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
こ
の
広
報
を
借
り
て

本
郷
東
小
学
校
の
方
々
・
関
係
各
位
に
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

生
き
た
言
葉
を
使
い
た
い
、魅
力
あ
る
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
み
た
い
、

心
の
琴
線
に
触
れ
る
よ
う
に
語
り
た
い
、
口
か
ら
出
任
せ
、
他
人
の

言
葉
の
オ
ウ
ム
返
し
の
よ
う
で
は
そ
れ
こ
そ
「
話
」
に
な
ら
な
い
。

筋
書
き
を
作
り
、
言
葉
を
選
び
、
聞
く
方
々
の
反
応
も
見
極
め
な
が

ら
、「
う
ー
ん
、
今
回
の
話
は
合
格
点
だ
な
」
と
思
え
る
の
は
百
回

に
一
回
あ
れ
ば
良
い
方
だ
。
あ
あ
言
う
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
な
ー
、
あ

の
部
分
に
は
こ
う
言
う
方
が
良
か
っ
た
な
ー
、
本
当
に
言
い
た
か
っ

た
こ
と
と
は
違
っ
て
い
た
な
ー
…
…
、
反
省
と
い
う
べ
き
か
、
振
り

返
り
の
類
と
な
る
か
、
後
悔
を
し
な
い
話
し
方
は
永
遠
の
課
題
、
い

つ
に
な
っ
た
ら
完
成
す
る
や
ら
知
る
術
は
な
い
。読
む
・
書
く
・
聞
く
・

話
す
の
言
葉
の
４
つ
の
完
璧
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
無
い
の
か
も
し
れ

な
い
、
と
思
っ
て
い
い
の
か
。
ま
し
て
や
外
国
語
と
な
れ
ば
ど
う
な

る
こ
と
や
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
の
意
味
を
寸
分
狂
わ
ぬ
よ
う
に

吟
味
し
た
後
の
完
璧
な
文
章
を
求
め
ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
、
ど

う
な
る
で
あ
ろ
う
か
、思
考
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
、

「
心
と
思
い
」
を
重
ね
た
言
葉
の
美
し
さ
も
捨
て
が
た
い
か
ら
。
22

日
か
ら
23
日
の
１
泊
２
日
の
日
程
で
大
江
中
学
校
の
２
年
生
全
員
が

東
京
の
英
語
合
宿
に
向
か
う
と
い
う
。
英
語
漬
け
の
２
日
間
は
、
言

葉
は
度
胸
だ
、
愛
嬌
だ
、
失
敗
間
違
い
当
た
り
前
、
使
っ
て
み
な
け

り
ゃ
、
食
べ
て
み
な
け
り
ゃ
分
か
ら
な
い
、
と
楽
し
い
時
間
に
な
り

ま
す
よ
う
に
、
あ
ま
り
頑
張
ら
な
い
で
頑
張
っ
て
み
た
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
か
、
お
土
産
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

陸
上
記
録
会
を
終
え
て
帰
る
子
ど
も
た
ち
に
会
っ
た
。
明
る
い
あ

い
さ
つ
と
満
足
そ
う
な
笑
顔
の
子
ど
も
た
ち
に
、「
ご
め
ん
な
さ
い
、

気
を
付
け
ま
す
」
と
車
の
中
で
つ
ぶ
や
い
て
、
頭
を
下
げ
、
大
き
な

声
で
、
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ　

ｉ
ｓ　
ａ
ｌ
ｌ　
ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

（
万
事
オ
ー
ラ
イ
だ
）、
と
叫
ん
だ
。
猛
暑
が
多
い
、
令
和
は
熱
い
時

代
か
も
。

大
江
町
長
　
渡
邉 

兵
吾

令和元年６月号・1６

●
　
短
　
歌
　
●

月
山
に
笠
の
踊
子
現
れ
て
田
植
の
時
を
知
ら
せ
た
り
け
り　

長
岡
か
づ
子

紬つ
む
ぎち
ゃ
ん
令
和
元
年
五
月
の
七
日
産
声
あ
げ
し
愛
し
曾ひ
ま
ご孫
よ

佐
竹
磨
砂
湖

楯
山
に
登
り
て
望
む
最
上
川
我
が
ふ
る
さ
と
の
美
し
き
か
な

柳
川　

次
郎

子
供
な
き
母
の
実
家
は
途
絶
え
け
り
施
設
の
叔
母
に
よ
う
や
く
伝
え
る　

山
家　

重
之

学
校
の
児
童
の
声
も
聞
こ
え
来
る
畑
地
に
も
獣
捕
獲
の
罠
置
か
れ

菊
地
つ
ね
よ

逝
く
旅
路
い
づ
れ
は
何
時
か
火
葬
炉
の
鉄て
っ
ぴ扉
の
奥
は
花
の
浄
土
か

佐
竹　

與
鼓

文も
ん

盲
の
人
多
き
明
治
十
五
年
の
屋
台
修
理
の
辞
は
漢
文
な
り
し斎

藤　

徳
治

●
　
俳
　
句
　
●

風
薫
り
平
成
去
り
て
令
和
な
り　
　
　
　
　

鴨
田
富
士
夫

夕ゆ
う
げ餉
す
み
ふ
ら
り
と
下
駄
を
朧
月　
　
　
　

阿
部　

一
風

柏
瀞
淀
む
川
面
の
花
筏　
　
　
　
　
　
　
　

柳
川　

次
郎

本
を
読
む
生
徒
も
我
も
更
こ
ろ
も
が
え衣　
　
　
　
　
　

山
家　

重
之

新
潟
の
ホ
ー
ム
白
波
更
衣　
　
　
　
　
　
　

熊
谷　
　

勉

一
望
の
畑
一
望
に
さ
く
ら
ん
ぼ　
　
　
　
　

舟
山　

三
男

ア
カ
シ
ヤ
の
花
に
夕
日
の
最
上
川　
　
　
　

伊
藤　

啓
泉

※�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、
毎
月
20
日（
必
着
）ま
で

　
役
場
総
務
課
に
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▲「ポケットサンド」おいしくできました！

　大江町に移住し、あっという間に半年が
過ぎました。まだまだ「初めまして」のこと
が多く、毎日勉強させていただいています。
　５月から小学生向けの料理教室「ニコニコク
ッキング」の講師をしています。町内で採れた
食材やパンを使った手軽に作れる料理をテーマ
に全６回開催します。第１回の料理は「ポケッ
トサンド」。食パンに切り込みを入れてポケッ

トを作り、その中に具材を詰めます。今回はタマゴサラダ
とチョコ

バナナを詰めました。切り込みを入れる作業が難しく苦
戦してい

ましたが、みんなで協力しておいしい「ポケットサンド」
ができま

した♪　今後もおいしく楽しいレシピでみんなとクッキ
ングをし

ていきたいと思います！♪ 須藤　和地域おこし協力隊

町長町長町長
ColumnColumn



 

愛唱会

　子どものころにみんなで歌った、思い出深い
童謡や唱歌。今では学校でも歌う機会が減って
しまって、さみしい限り。それなら私たちが歌
うことで、少しでも童謡や唱歌の楽しさを広め
ていければ――愛唱会が生まれたのは、そんな
お茶飲み話がきっかけだったといいます。
　平成20年に発足した愛唱会は、現在22人の
会員で活動中。月に一度ふれあい会館に集ま
り、懐かしい童謡や唱歌を一緒に歌っていま
す。音程が多少違っても気にせず、歌を楽しむ
ことが会のモットーです。また、往年の歌の魅
力を知ってもらうため、町のひなまつりコンサ
ートでも歌を披露しています。会員は随時募集
中。夫婦一緒での参加も大歓迎です。

No.26

　大学では農学部に在籍し、食や農業に

関わる仕事を希望していたという阿部さ

んは、山形市内の食品会社勤務を経て、

今年４月から町土地改良区の職員となり

ました。農地や用排水路を管理するため

の現場での仕事のほか、書類作成などデ

スクワークもこなしています。

「農業の基盤に関わる仕事に喜びと責任

を感じています。多くの町民の方とお会

いするこの仕事は、ためになる話を聞け

るので勉強になります」

　体を動かすのが大好きで、小学生のこ

ろからさまざまなスポーツを経験してき

たという阿部さん。高校時代にはハンド

ボール部の一員として見事県大会優勝を

果たしました。今も町のソフトボール大

会に参加しているほか、サッカーなどの

試合観戦にも出掛けているそうです。

　仕事の上では、地域の方々との信頼関

係が一番大事だと考えている阿部さん。

「しっかり仕事を覚えて、町の農業を守

っていけるようにしていきたいですね」

と意欲を燃やしていました。

変
わ
ら
ず
続
く
農
業
へ
の
思
い

　
阿
部　
杏
亮
さ
ん　
（
27
歳
・
藤
田
）

▲愛唱会の皆さん

▲懐かしい唱歌や童謡を毎回楽しく歌っています

17・広報おおえ



広報おおえ縮刷版第３巻(税込4,000円)は好評発売中です！

※お問い合わせは、総務課情報システム係☎（62）2187まで

問…お問い合わせ・お申し込み先�

町
誕
生
60
周
年
記
念
事
業�

若
者
の
地
域
づ
く
り
事
業
を
支
援
し
ま
す

◆
補
助
対
象
／
町
内
を
主
た
る
活
動
の
拠

点
と
す
る
40
歳
未
満
の
若
者
３
人
以
上
の

団
体
や
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、「
大
江
町
誕

生
60
周
年
記
念
事
業
」
と
い
う
趣
旨
を
十

分
に
反
映
し
た
創
造
的
・
独
創
的
な
企
画

を
お
こ
な
う
事
業

◆
補
助
内
容
／
他
の
制
度
に
よ
る
補
助
金

を
受
け
て
い
な
い
団
体
を
対
象
と
し
、

１
０
０
万
円
を
上
限
に
補
助
対
象
経
費
の

10
割
を
補
助

◆
申
込
期
限
／
６
月
28
日(

金)

※
審
査
の
う
え
、
交
付
を
決
定
し
ま
す
。

問
政
策
推
進
課
政
策
推
進
係

☎(

６
２)

２
１
１
８

紙
お
む
つ
購
入
の
指
定
事
業
者
が�

追
加
さ
れ
ま
し
た

　
要
介
護
３
か
ら
要
介
護
５
の
認
定
を
受

け
、
在
宅
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
所

で
寝
た
き
り
状
態
や
失
禁
状
態
の
方
な
ど

を
対
象
に
、
紙
お
む
つ
購
入
引
換
券
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
６
月
１
日
か
ら
新
た
に

(

株)

ヤ
マ
ザ
ワ
薬
品
ド
ラ
ッ
グ
ヤ
マ
ザ
ワ

左
沢
店
で
も
引
換
券
の
利
用
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
障
害
児
・
者
で
紙
お
む
つ
購

入
引
換
券
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
も
同

店
で
購
入
で
き
ま
す
。

※
一
久
薬
局
、(

有)

古
川
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
で
も
引
き
続
き
紙
お
む
つ
購
入
引

換
券
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課
福
祉
係
☎(

６
２)

２
２
８
５

海
外
研
修
や
留
学
の
交
通
費
を�

補
助
し
ま
す

　
お
お
え
国
際
交
流
協
会
で
は
、
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て
る
た

め
に
「
海
外
研
修
事
業
補
助
制
度
」
を
設

け
て
い
ま
す
。
夏
休
み
中
の
海
外
留
学
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
も
補
助
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
／
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
現
在

居
住
し
て
い
る
方
（
修
学
の
た
め
や
む
を

得
ず
町
外
に
居
住
す
る
学
生
も
含
む
）

◆
補
助
金
額
／
交
通
費
の
２
分
の
１
以
内

（
限
度
額
は
１
人
20
万
円
・
小
学
生
の
場

合
は
１
人
10
万
円
）

※
原
則
と
し
て
研
修
実
施
の
１
カ
月
前
ま

で
に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
対
象
と
な
る
研
修
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
政
策
推
進
課
政
策
推
進
係

☎(

６
２)

２
１
１
８

◆期日／７月14日(日)　※小雨決行
◆受付／中山町せせらぎ公園（長崎大橋付近）
　　　　７時20分～８時
◆開会式／ふれあい会館
　　　　　８時50分から、スタート10時
◆内容／タイムレース
　　　　（全長11kmのうちレース区間４.２km）
◆参加資格／�２人１組で小学校３年生以上の泳

げる方（未成年者は保護者の同
意が必要。中学生以下は大人と
一緒でなければ出場できません）

※�ゴムボート、オール、救命胴衣持参
　（一式500円で先着24組分の貸出あり）
◆参加料／１組2,000円
◆申込期限／６月21日(金)必着（先着50組）
※�申込書を郵送またはＦＡＸで大会事務局へ
（申込書は役場建設水道課に準備）

※�飲酒禁止・持参するゴムボートは十分に事
前点検をお願いします。

※�町ホームページに大会要項がありますので
ご確認ください。

問大会事務局（中山町建設水道課）
　☎０２３(６６２)２１１６
　ＦＡＸ０２３(６６２)５１７６
　大江町建設水道課管理係☎(６２)２１１６

第19回最上川ゴムボート川下り大会◆路線名／県道天童大江線
◆場所／左沢地内
◆規制期間／６月17日(月)
　　　　　　～12月27日(金)（予定）
◆時間帯／８時半～17時
　　　　　時間帯片側交互通行
問山形県西村山道路計画課（発注者）
　☎(８６)８４１１
　國井建設株式会社（施工者）
　☎(８６)４１６５
　建設水道課建設係☎(６２)２１１６

◆対象／�狩猟免許取得後に町猟友会と鳥獣被害対策
実施隊に加入し、町の有害鳥獣対策にご協
力くださる方

◆助成内容／�狩猟免許試験に向けた講習会の受講料、
および狩猟免許試験受験料を全額補助

◆日程／

※�申込期限など、詳細はお問い合わせください。
問農林課農政係☎(６２)２１１５

講習会 試験
村山 ８月11日(日) ９月７日(土)
置賜 ７月27日(土) ８月24日(土)
庄内 ６月22日(土) ７月13日(土)
最上 ８月17日(土) ―

　※わな猟免許のみ、９月20日(金)に
　　村山総合支庁で試験をおこないます。

新規で狩猟免許を取得する方を支援します

通行規制の
お知らせ

令和元年６月号・18



今月の納税　納期限７月１日（月）　お忘れなく！　町県民税（普通徴収　第１期）

重度心身障害（児）者医療 ひとり親家庭等医療

内
容
医療費の自己負担が１割ま
たは無料になります。
（保険適用分のみ）

医療費の自己負担が無料に
なります。
（保険適用分のみ）

対
象
者

①身体障害者手帳１・２級
②�精神障害保健福祉手帳１級
③�公的年金各法の障害等級
１級相当
④療育手帳Ａ
⑤特別児童扶養手当1級
　�①～⑤のいずれかに該当
する方で町民税所得割額
が235,000円未満の方
※�16歳未満の被扶養者がい
る場合１人につき33万
円、16歳以上19歳未満
の被扶養者がいる場合１
人につき12万円を所得か
ら控除した額で再計算し
た場合、町民税所得割額
が235,000円未満になる
方は対象になります。

①�ひとり親家庭の母または
父で、所得税非課税の方
およびその方に扶養され
ている18歳以下の子ども
（父母が就労などで収入
を得ていること）

②�所得税非課税の方に療育
されている両親のいない
18歳以下の子ども

※�16歳未満の被扶養者が
いる場合１人につき38万
円、16歳以上19歳未満の
被扶養者がいる場合１人
につき25万円を所得から
控除した額で再計算した
場合、所得税が非課税に
なる方は対象になります。
※�求職活動中の方や傷病、
または家族の介護のため
に就労が困難な方も対象
になります。

申
請
時
の
持
ち
物

・印鑑
・保険証
・�対象となることが確認で
きるもの（身障者手帳・
年金証書など）

・印鑑
・保険証
・�父母が就労していること
が確認できるもの（保険
証・就労証明書など）

　一定の障害をお持ちの方や母子家庭・父子家庭などのひ
とり親家庭の方に、医療費の一部を助成しています。
　助成を受けるためには医療証の申請が必要ですので、現
在医療証をお持ちでない方で下記要件に該当すると思われ
る方は、お問い合わせください。
※�現在医療証をお持ちの方には、更新の案内
を郵送していますので、ご確認ください。

問税務町民課国保医療係☎(６２)２２９１

重度心身障害（児）者医療制度
ひとり親家庭等医療制度

19・広報おおえ

６
０
周
年
。
７
０
０
号
。
キ
リ
の
良
い

数
字
が
並
ぶ
と
気
分
が
良
い
も
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、

各
時
代
に
お
け
る
先
人
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力

の
結
晶
が
、
年
輪
の
よ
う
に
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
た
結
果
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
人
間
は
キ
リ
の
良

い
数
字
に
心
惹
か
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
キ

リ
」
と
は
「
切
り
」、
つ
ま
り
切
れ
目
の
こ

と
で
あ
り
、
ゼ
ロ
で
終
わ
る
数
字
を
区
切
り

と
す
る
の
が
効
率
的
で
あ
る
こ
と
を
本
能
的

に
知
っ
て
い
る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
十
進
法
が

世
界
的
に
生
活
の
ベ

ー
ス
と
な
っ
た
の
は
、

人
類
の
長
い
歴
史
か

ら
み
れ
ば
比
較
的
最

近
の
こ
と
で
あ
り

…
…
あ
あ
、
ス
ペ
ー

ス
が
な
い
。
ま
た
来

月
。（
伊
藤
智
治
）

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」�

強
調
月
間
・
再
犯
防
止
啓
発
月
間
で
す

　
７
月
１
日(
月)
７
時
15
分
か
ら
役
場
正
面

玄
関
前
で
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
キ

ャ
ラ
バ
ン
出
発
式
を
お
こ
な
い
、そ
の
後
Ｊ
Ｒ

左
沢
駅
と
大
江
中
学
校
で
非
行
防
止
な
ど
を

呼
び
か
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
第
69
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

大
江
町
推
進
委
員
会
事
務
局

（
健
康
福
祉
課
内
）　����������

☎(

６
２)

２
２
８
５

７
月
は
「
河
川
愛
護
重
点
運
動
期
間
」�

県
内
河
川
一
斉
清
掃
を
お
こ
な
い
ま
す

　

県
内
河
川
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時
／
７
月
７
日(

日)

６
時
か
ら

※
小
雨
決
行
（
雨
天
お
よ
び
河
川
の
増
水

で
危
険
な
場
合
７
月
13
日(

土)

に
変
更
）

◆
場
所
／
最
上
川
、
月
布
川
、
小
清
川
、

大
瀬
川
河
川
敷
（
清
掃
は
１
時
間
程
度
）

問
建
設
水
道
課
管
理
係
☎(

６
２)

２
１
１
６

大
江
町
や
ま
が
た
地
鶏
食
鳥
処
理
施
設�

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

　
今
年
11
月
か
ら
大
江
町
や
ま
が
た
地
鶏

食
鳥
処
理
施
設
を
管
理
運
営
し
て
い
た
だ

く
指
定
管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応

募
要
件
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
政
策
推
進
課
起
業
推
進
係

☎(

６
２)

２
１
３
９

６
月
23
日
～
29
日
は�

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す

　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
男
女
共
同
参

『
学
』
」「
知
る　

学
ぶ　

考
え
る　

私

の
人
生　

私
が
つ
く
る
」
で
す
。「
男
女

共
同
参
画
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

こ
の
期
間
に
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
政
策
推
進
課
政
策
推
進
係

☎(

６
２)

２
１
１
８

編
集
後記



戸籍のまど
４月21日～５月20日受付分

区　名　   氏　名　  性別  父母名

柳川平　石坂　碧
あ お と

都　男　 康平・千秋

藤　田　安孫子明
め い か

果　女　 博司・志保

藤　田　鹿股　ゆい　女　 桂一・明子

区　名　  　  氏　名　　年齢
藤　田　 冨樫ヨソヱ（98）

10　区　 安彦浩治郎（87）

塩野平　 渡邉　信男（85）

９　区　 林　　裕子（85）

藤　田　 尾形清左衞門（92）

荻　野　 髙取　和彦（72）

藤　田　 竹内　貞一（85）

深　沢　 菊地　康雄（87）

堂屋敷　 工藤　　清（67）

小　見　 公平　　徹（83）

６　区　 神保　ゑ子（93）

２　区　 佐藤　　保（92）

令
和
元
年
６
月
号（
№
700）

201９年
６
月
10日

発
行

編
集
・
発
行
／
大
江
町
役
場
総
務
課

印
刷
・
製
本
／
㈱
若
月
印
刷

山
形
県
西
村
山
郡
大
江
町
大
字
左
沢
882-1

http://www.town.oe.yam
agata.jp/　

E-m
ail:info@

town.oe.yam
agata.jp

★�皆さんの想い出の詰まった「宝物」はありませんか？
　懐かしい写真、長年愛用している道具、旅先で購入した記念
　の品など、なんでも結構です。
　総務課情報システム係☎(62)2187まで、ぜひお知らせください。

※掲載を希望しない場合は、
　届け出の際にお申し出ください。

お誕生おめでとう

ご冥福を祈ります

人口と世帯（前月比）
町の人口　8,126人（−31）

　　　男　4,060人（−16）

　　　女　4,066人（−15）

世 帯 数　2,910戸（−２）

令和元年６月１日現在

　昭和57年、ＮＨＫのスタッフが町内の視察に訪れました。
当時、町の商工観光係だった私も案内のため同行しましたが、
それが朝の連続ドラマ「おしん」のロケの下見だったことが
分かったのは、もっと後になってからでした。
　翌年、町内でロケがおこなわれ、商工観光係だけでなく、
農政や林政の担当など多くの町職員が撮影に協力しました。
あの年は雪が少なく、積もった雪に見せかけるために職員が
テーブルクロスを被ってうずくまっていたなど、いろいろな
苦労話があります。若手の職員は、打ち上げの時に主演の田
中裕子さんにお酒を注いでもらって大喜びしていましたね。
　「おしん」は日本だけでなく73カ国で放送されるなど、世
界的に大人気の作品となりました。当時は予想もしなかった
ことですが、そんな名作に協力できたことを嬉しく思います。

（９区　大沼久子）

▲�ＮＨＫドラマ「おしん」台本の原本。本町で撮影された感動のシーンも
描写されています

▲�出演者などのサイン色紙と、関連番
組を収めたビデオテープ

▲�「滅多にできない体験だっ
たので、楽しかったです」
と話す大沼さん


